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【世代別・分野別で事業・予算をチェック】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※＝ふるさと納税を活用した事業
世代別

分野別 幼児 児童・生徒 若者・壮年 シルバー世代 ピックアップ

保健・福祉
・小児科産婦人科オンライン
	 274 万円※
・母子手帳アプリ事業　
	 26 万 4千円

・子ども医療費助成（幼児含む）
	 1,583 万 4千円
・放課後児童健全育成事業
	 3,334 万 9千円

・子育て世代包括支援センター事業
	 350 万 6千円
・�不妊治療助成事業
	 200 万円

・下駄履きヘルパー制度導入事業
	 96 万 3千円※
・�高齢者地域支え合いグループポ
イント事業	 258 万円

＜下駄履きヘルパー制度導入事業＞
ゴミ出しなど高齢者等の生活支援を地域
住民でできる体制を構築し、地域包括ケ
アの基盤整備を図るための事業です。

教育・文化

・絵本の誕生日プレゼント事業
	 57 万 6千円※
・�幼児外国語教育事業
	 120 万 5千円※

・公営塾運営　　3,236 万 5千円※
・ＩCTこまりごと学習支援事業
	 327 万 4千円※
・海外ホームステイ事業　50万円※

・２０２３かごしま国体事業
	 360 万円
・婚活支援事業	 10 万円
・�大隅広域図書館ネットワークシ
ステム運営事業	 57 万円

・高齢者スマホ教室実施事業
	 332 万 8千円
・消費者行政活性化事業
	 72 万 5千円
・長寿会連合会運営費補助金
	 189 万 4千円

＜絵本の誕生日プレゼント事業＞
町内居住のすべての未就学児に対し、
その誕生を祝い絵本を交付します。
親子による読み聞かせやふれ合いを
通じて、子どもの心と言葉の発達な
どを支援しつつ、愛着形成のきっか
けづくりに寄与するものです。

産業・地域

・子育て支援センター事業
	 2,087 万 7千円
・保育所地域活動事業	 60 万円
・遊具等整備事業　677万 6千円※

・ＳＤＧｓお仕事バイキング事業
	 132 万 9千円※
・アントレプレナーシップ教育事業
	 590 万円※
・�大学生との協働プログラム（夢発
見プログラム）　　69万 1千円※

・小規模農地整備事業	 30 万円
・農業次世代人材投資事業
	 4,725 万円
・雇用支援組織整備事業	 35 万円
・ＧＡＰ有機農業推進事業
	 96 万 7千円

・社会福祉協議会運営費補助金
	 1,476 万 9千円
・シルバー人材センター運営補助金
	 1,080 万円

＜小規模農地整備事業＞
区画の狭い農地の畦畔除去や整地を行い、
耕作者の作業効率の向上と、耕作放棄地解
消を図るものです。
・高低差のある農地…1筆 2万 +3万 /10a
・高低差のない農地…5千円 /畦畔 10m

町民生活
・まちの駅設置事業　12万円

・新型コロナウイルスＰＣＲ検査事業
	 200 万円

・肝属郡医師会立病院再整備事業
	 9,975 万 5千円
・ふるさと宅配便事業	 1,000 万円

・住宅リフォーム補助金
	 500 万円
・空き家解体促進事業	 225 万円

・住宅取得促進助成事業
	 350 万円
・町有施設感染症対策事業
	 160 万 2千円

＜まちの駅設置事業＞
ひと・テーマ・まちをつなぐ拠点づく
りとして、トイレ、休憩所、町の情報
発信ができる「まちの駅」を募集し、
設置するためのものです。

一般会計予算

63億円億円
可 決

予算審査特別委員会
　令和４年度各会計当
初予算が、予算審査特
別委員会に付託され、
現地調査を含め、３月
４日から９日のうち４
日間に亘って審査を行
ない、全７会計を原案
可決しました。

64億2,878万
67億3,079万

67億1,841万

61億5,117万

64億8,712万

61億7,016万

71億3,425万

65億1,829万

62億5,336万

R３

63億1,938万

R４H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２

一般会計当初予算額の推移

令和４年度　各会計の当初予算額
会 計 名 予算額 増減率
一 般 会 計 63億 1,938 万 4千円 △ 1.7％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 13億 4,264 万 4千円 △ 13.72％
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億 4,273 万円 0.80％

介護保険事業 保 険 事 業 勘 定 12億 5,638 万 2千円 △ 4.38％
サービス事業勘定 601万 2千円 △ 43.54％

簡 易 水 道 事 業 1億 1,954 万 9千円 △ 0.01％
農 業 集 落 排 水 事 業 6,714 万 5千円 △ 13.77％
合 計 92億 5,384 万 6千円 △ 4.09％

子や孫へ、希望あふれる未来を　創りつなぐ −令和４年度予算審査−
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【世代別・分野別で事業・予算をチェック】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※＝ふるさと納税を活用した事業
世代別

分野別 幼児 児童・生徒 若者・壮年 シルバー世代 ピックアップ

保健・福祉
・小児科産婦人科オンライン
	 274 万円※
・母子手帳アプリ事業　
	 26 万 4千円

・子ども医療費助成（幼児含む）
	 1,583 万 4千円
・放課後児童健全育成事業
	 3,334 万 9千円

・子育て世代包括支援センター事業
	 350 万 6千円
・�不妊治療助成事業
	 200 万円

・下駄履きヘルパー制度導入事業
	 96 万 3千円※
・�高齢者地域支え合いグループポ
イント事業	 258 万円

＜下駄履きヘルパー制度導入事業＞
ゴミ出しなど高齢者等の生活支援を地域
住民でできる体制を構築し、地域包括ケ
アの基盤整備を図るための事業です。

教育・文化

・絵本の誕生日プレゼント事業
	 57 万 6千円※
・�幼児外国語教育事業
	 120 万 5千円※

・公営塾運営　　3,236 万 5千円※
・ＩCTこまりごと学習支援事業
	 327 万 4千円※
・海外ホームステイ事業　50万円※

・２０２３かごしま国体事業
	 360 万円
・婚活支援事業	 10 万円
・�大隅広域図書館ネットワークシ
ステム運営事業	 57 万円

・高齢者スマホ教室実施事業
	 332 万 8千円
・消費者行政活性化事業
	 72 万 5千円
・長寿会連合会運営費補助金
	 189 万 4千円

＜絵本の誕生日プレゼント事業＞
町内居住のすべての未就学児に対し、
その誕生を祝い絵本を交付します。
親子による読み聞かせやふれ合いを
通じて、子どもの心と言葉の発達な
どを支援しつつ、愛着形成のきっか
けづくりに寄与するものです。

産業・地域

・子育て支援センター事業
	 2,087 万 7千円
・保育所地域活動事業	 60 万円
・遊具等整備事業　677万 6千円※

・ＳＤＧｓお仕事バイキング事業
	 132 万 9千円※
・アントレプレナーシップ教育事業
	 590 万円※
・�大学生との協働プログラム（夢発
見プログラム）　　69万 1千円※

・小規模農地整備事業	 30 万円
・農業次世代人材投資事業
	 4,725 万円
・雇用支援組織整備事業	 35 万円
・ＧＡＰ有機農業推進事業
	 96 万 7千円

・社会福祉協議会運営費補助金
	 1,476 万 9千円
・シルバー人材センター運営補助金
	 1,080 万円

＜小規模農地整備事業＞
区画の狭い農地の畦畔除去や整地を行い、
耕作者の作業効率の向上と、耕作放棄地解
消を図るものです。
・高低差のある農地…1筆 2万 +3万 /10a
・高低差のない農地…5千円 /畦畔 10m

町民生活
・まちの駅設置事業　12万円

・新型コロナウイルスＰＣＲ検査事業
	 200 万円

・肝属郡医師会立病院再整備事業
	 9,975 万 5千円
・ふるさと宅配便事業	 1,000 万円

・住宅リフォーム補助金
	 500 万円
・空き家解体促進事業	 225 万円

・住宅取得促進助成事業
	 350 万円
・町有施設感染症対策事業
	 160 万 2千円

＜まちの駅設置事業＞
ひと・テーマ・まちをつなぐ拠点づく
りとして、トイレ、休憩所、町の情報
発信ができる「まちの駅」を募集し、
設置するためのものです。

歳入予算内訳

町税
6億1,290万1千円

その他
5億7,162万4千円

地方交付税・
その他交付金

34億6,641万5千円

国・県支出金
11億6,134万4千円

町債
5億710万円

【一般会計 63 億 1,938 万 4 千円】

議会費
6,749万5千円

総務費
13億9,655万7千円

民生費
16億9,928万1千円

衛生費
4億3,893万7千円

農林水産業費
5億6,671万6千円

商工費
9,097万2千円

土木費
4億5,814万4千円

消防費
2億4,387万1千円

教育費
4億6,451万8千円

公債費
8億8,287万8千円

子や孫へ、希望あふれる未来を　創りつなぐ −令和４年度予算審査−
目的別歳出予算額
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給
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９
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９
７
万
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千
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
給
付
金
事
業
を
承
認
し

ま
し
た

　

対
象
世
帯
へ
10
万
円
を
給
付

し
ま
し
た
。

【
歳
出
】
子
育
て
世
帯
等
臨
時

特
別
支
援
事
業

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
）１

億
９
，７
２
０
万
円

【
歳
入
】
子
育
て
世
帯
等
臨
時

特
別
支
援
事
業
補
助
金

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
分
）

１
億
９
，９
１
４
万
７
千
円

錦
江
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た

　

町
政
運
営
の
積
極
的
な
推
進

を
図
る
た
め
に
必
要
な
政
策
参

与
及
び
学
校
産
業
医
を
設
置
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

錦
江
町
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
条
例

及
び
錦
江
町
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
認
知

症
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

錦
江
町
神
川
キ
ャ
ン
プ
場
条
例

及
び
錦
江
町
花
瀬
自
然
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
場
期
間
や

花
瀬
自
然
公
園
の
使
用
料
を
見

直
し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
変
更
は
次
の
表
の
通
り

で
す
。
詳
し
く
は
観
光
交
流
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
直
通
：
２
８
―
２
４
８
８
）

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら

18
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
専
決
処
分
２
件
、
補
正
予
算
７

件
、
条
例
改
正
12
件
、
当
初
予
算
７
件
等
を
審
議

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

定例会3月月専
決
処
分
を
承
認
　

条
　
例

錦
江
町
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

消
防
団
員
の
報
酬
・
費
用
弁
償

の
処
遇
改
善
を
行
う
も
の
で
す
。

　

主
な
変
更
は
次
の
表
の
通
り

で
す
。

錦
江
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

職
員
の
期
末
手
当
支
給
率
を

0.15
月
分
（
再
任
用
職
員
は
0.1
月

分
）引
き
下
げ
る
等
の
改
正
で
す
。

錦
江
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
期
末
手
当
、
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
と
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
・

議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給
割

合
を
引
き
下
げ
る
改
正
で
す
。

錦
江
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

会
計
任
用
職
員
の
期
末
手
当

支
給
率
を
0.15
月
分
引
き
下
げ
る

改
正
で
す
。

改
正
前

　
期
末
手
当
基
礎
額
に
１
０
０
分

の
１
６
７
．５
を
乗
じ
た
額

改
正
後

　
期
末
手
当
基
礎
額
に
１
０
０
分

の
１
６
２
．５
を
乗
じ
た
額

神川キャンプ場 改正後 改正前
開場期間 ７月１日～ 10 月 31 日 ７月１日～８月 31日

キャンプ場使用料 小人 100 円／大人 500 円 小人 50円／大人 100円
テント持ち込み料 1,000 円（１泊） 550 円（１泊）

屋外卓 　500 円（１日） 330 円（１日）
花瀬自然公園 改正後 改正前
テント持ち込み料 　200 円（１人１泊） 100 円（１人１泊）

バンガロー使用料 2,800 円（１人１泊） ３月～10月 2,600 円
11 月～２月 1,300 円

改正後 改正前

支給の方法

・�年額を前期・後期に分けて、各期
末にそれぞれ半額支給する

・�出動報酬は、期内の出動報酬の合
算額を支給する

・�９月、３月にそれぞれ半額を支給
する

火災その他
非常災害

・１日当たり 8,000 円
・５時間未満の場合は 5,200 円

・１回につき 5,200 円
・�５時間以上または町長が認めた場
合は 5,400 円

4きんこう議会だより 69号
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錦
江
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
未
就
学
児

の
均
等
割
額
の
軽
減
及
び
保
険

税
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

改
正
で
す
。

◎
未
就
学
児
の
均
等
割
額
の
軽
減

　

均
等
割
の
５
割
を
減
額
し
、

保
険
料
軽
減
制
度
の
適
用
が
あ

る
場
合
は
、
軽
減
後
の
均
等
割

が
５
割
減
額
に
な
り
ま
す
。

◎
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

錦
江
町
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を
指

定
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
改

正
で
す
。

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
再
整
備

基
金
条
例
を
可
決
し
ま
し
た

　

病
院
再
整
備
に
伴
う
施
設
及

び
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費

の
財
源
と
し
て
設
置
す
る
も
の

で
、
現
在
あ
る
錦
江
町
地
域
福

祉
基
金
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

錦
江
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の

取
得
要
件
の
緩
和
及
び
育
児
休

業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
の
改
正
で

す
。

教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
し
ま

し
た

　

任
期
は
令
和
４
年
４
月
29
日

か
ら
令
和
８
年
４
月
28
日
ま
で

で
す
。

錦
江
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
て

議
員
と
職
員
が
議
場
内
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
改
正
で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
決
議
を
し
ま
し
た

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
日
本

政
府
に
対
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
の
た
め
の
各
国
と
の
連
携
及

び
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
在
住
の
邦
人

の
保
護
と
、
日
本
へ
の
影
響
対

策
に
つ
い
て
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

同
　
意

発
　
委

発
　
議

改正後 改正前

基礎課税額 65 万円 63 万円

後期高齢者
支援金等課税額 20 万円 19 万円

　錦江町議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがって、その対策を町政などに
反映させていくために、意見交換会を開催するように、議会基本条例で定められています。希望される団体
等がありましたら、議会事務局へ申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、若しくはメールで申
し込んでください。
　なお、自治会若しくは町内の団体に限りますので、個人では申し込むことはできません。

【Eメールアドレス：gikan-h@town.kinko.lg.jp】　　【議会事務局直通 ：２２－３０４５】

各種団体の皆様、議会議員と意見交換をされませんか。

例　７割軽減世帯の場合

・基礎課税額は 4,200 円減額になります。
・�後期高齢者支援金等課税額は 1,500 円

減額になります。

本庁１階ロビーにて救援金を募っています

桑原　克幸　氏（木場自治会）
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肝属郡医師会立病院再整備に伴う積立金２億円などを可決
　一般会計、特別会計の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは次の通りです。

補正予算

● 一般会計
町有施設整備積立基金繰入金

△ 1,259 万 5 千円
本庁舎浄化槽改修事業の減額

錦江町肝属郡医師会立病院再整備基金 元金積立
２億円

肝属郡医師会立病院再整備に伴う積立金（余剰財源）

海岸堤防等老朽化対策緊急事業負担金
△ 2,007 万 3 千円

馬場海岸工事の費用確定によるもの

ふるさと納税事業（手数料）
1,142 万円

返礼品	 600 万円
送料	 200 万円
業務委託料	 100 万円
サイト掲載手数料等	 242 万円 木質バイオマス施設管理運営委託

92 万円
燃料チップの使用量の増加によるもの

● 国民健康保険事業
療養給付費

△ 2 億 6,536 万 6 千円
医療給付費の実績による減額

● 後期高齢者医療事業
特別徴収保険料　現年度分

△ 203 万 8 千円
普通徴収保険料　現年度分

△ 302 万 8 千円
賦課確定による減額

● 簡易水道事業
利子および配当金

△ 2 千円

● 農業集落排水事業
排水設備設置補助金

△ 10 万 6 千円
農業集落排水への接続分の執行残

● 介護保険事業（保険事業勘定）
地域密着型介護サービス給付費

△ 3,245 万 2 千円
サービス給付の見込みによる減額

一般会計操入金
70 万 2 千円

居宅介護サービス収入が減額したため

● 介護保険事業（サービス事業勘定）
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※賛否の表示は、○賛成、×反対となっています。
※議長には、表決権がありません。

　令和４年第１回　定例会（３月議会）

議案番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
迫
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

発委第１号 錦江町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承認第１号 専決処分した事件の承認　令和３年度錦江町一般会計補正予算
（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承認第２号 専決処分した事件の承認　令和３年度錦江町一般会計補正予算
（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１号 令和３年度錦江町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２号 令和３年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３号 令和３年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第４号 令和３年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第５号 令和３年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予
算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第６号 令和３年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第７号 令和３年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第８号 錦江町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第９号 錦江町肝属郡医師会立病院再整備基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第10号 錦江町ふるさと納税寄附条例及び錦江町ふるさと納税基金条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１１号 錦江町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改
正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１２号 錦江町神川キャンプ場条例及び錦江町花瀬自然公園条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１３号 錦江町文化センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第１号 教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議第１号 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２１号 錦江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２２号 錦江町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２３号 錦江町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２４号 錦江町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２５号 錦江町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２6 号 錦江町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第14号 令和４年度錦江町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第15号 令和４年度錦江町国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第16号 令和４年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第17号 令和４年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第18号 令和４年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第19号 令和４年度錦江町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第20号 令和４年度錦江町農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案に対する各議員の賛否状況
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〈作成について〉
◦左記は、陳情書の様式になります。
◦�請願書については、紹介議員の署名、又は記名押印が必要です。
　�この場合には「〔件名〕〇〇〇〇についての陳情書」の部分を請願
書として作成してください。
◦陳情者の住所、氏名は必須です。
◦�法人の場合は所在地、その名称及び代表者の氏名を署名又は記名し
押印してください。
◦陳情者が複数の場合は、その代表者を明記してください。
◦陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。
◦�陳情者は、１件ごとにその趣旨を簡明に記載してください。必要に
よっては地図や写真等を添付してください。

〈提出について〉
◦陳情書は、議会事務局に提出してください。
　原則、受付日以降に開会される定例会で審議されます。
◦定例会は、年４回（３月・６月・９月・12 月）です。

ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。
☎ 0994-22-3045（直通） 

町政等についての要望等を請願書や陳情書として
どなたでも町議会に提出することができます。 

〈陳情書の様式〉

調
査
事
件

　

本
町
議
会
に
お
い
て
、
議
会

基
本
条
例
を
議
会
運
営
の
基
本

規
範
と
し
て
位
置
づ
け
、
開
か

れ
た
議
会
、
町
民
参
加
の
議
会
、

存
在
感
の
あ
る
議
会
、
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
議
会
改
革
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
調

査
で
す
。

調
査
の
経
過
・
概
要

◎�

議
会
基
本
条
例
の
検
討
に
つ

い
て

　

一
般
選
挙
を
経
た
任
期
開
始

後
、
条
例
の
目
的
が
達
成
さ

れ
て
い
る
か
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
見
直
す
条
項
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
議
会
及
び
議
員
の
活

動
の
活
性
化
等
に
関
す
る
基
本

事
項
と
し
て
現
行
の
と
お
り
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

◎
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続

き
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

代
わ
り
に
自
治
会
長
か
ら
文

書
で
意
見
・
要
望
を
う
か
が
い
、

88
自
治
会
中
、
19
自
治
会
か
ら

25
項
目
が
提
出
さ
れ
、
調
査
結

果
を
議
会
だ
よ
り
67
号
に
記
載

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
会
の
あ
る
べ
き

姿
、
議
員
の
責
務
等
わ
か
り
や

す
い
議
会
運
営
の
推
進
、
身
近

な
議
会
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
よ
り
良
い
議
会
報
告
会

の
開
催
に
向
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎�

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
デ
モ
に
つ

い
て

　

９
月
22
日
及
び
12
月
７
日
の

２
回
に
わ
た
り
、
リ
モ
ー
ト
に

よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け

て
の
デ
モ
を
開
催
し
、
直
接
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
操
作
し
て
調

査
し
ま
し
た
。

　

導
入
に
向
け
て
の
問
題
点
も

考
慮
し
な
が
ら
、
経
費
の
削
減
、

業
務
の
効
率
化
、
情
報
の
共
有

化
な
ど
の
た
め
に
検
討
し
、
令

和
４
年
度
に
予
算
計
上
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎�

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
に

つ
い
て

　

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
に

つ
い
て
は
実
施
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
、
議
会
報
編
集

委
員
会
と
連
携
し
、
よ
り
良
い

広
報
誌
づ
く
り
の
た
め
に
、
協

議
・
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

◎
今
後
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
町
民
福

祉
の
向
上
に
資
す
る
政
策
立
案

及
び
町
政
の
課
題
に
関
す
る
専

門
知
識
を
取
り
入
れ
る
た
め
の

自
主
調
査
及
び
研
修
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

議
会
改
革
推
進
会
議
調
査

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

ペーパーレスデモの様子

議会だより67号
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町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

ＱＲコードから各議員の
一般質問の動画を閲覧
できます。

一般質問 ３月定例会では、６名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

久
く ぼ

保 勇
ゆ う た

太 議員　10 ページ
◇産業振興　　　◇地域振興
◇社会福祉

川
か わ ご え

越 裕
ゆ う こ

子 議員　11 ページ
◇認知症・障がい者への取組
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Q 

「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
窓
口
一
元

化
」
は
、令
和
３
年
９
月
議
会
で
質
問
し
た
「
部

署
横
断
型
の
支
援
チ
ー
ム
」
に
近
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
組
織
に
な
る
の
か
。

A 

町
長　
令
和
４
年
度
か
ら
未
来
づ
く
り
課

を
主
管
課
と
す
る
。
ま
た
、「
錦
江
町
無
料
職

業
相
談
所
」
も
未
来
づ
く
り
課
に
移
管
し
、
移

住
を
希
望
す
る
方
へ
住
居
、
仕
事
、
地
域
と
の

つ
な
ぎ
ま
で
を
一
括
し
て
相
談
対
応
で
き
る
体

制
と
す
る
。

Q 

「
短
期
の
労
働
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
共
同
組
合
の
整
備
」
は
生

産
年
齢
人
口
増
加
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
取

組
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

A 

町
長　
労
働
者
不
足
等
に
対
応
す
る
た

め
、
若
者
の
町
外
流
出
を
抑
制
す
る
と
共
に
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
と
し
て
組
合
設
立
を

進
め
る
。
派
遣
禁
止
業
務
に
指
定
さ
れ
て
い
な

い
業
種
以
外
で
あ
れ
ば
組
合
に
参
画
で
き
、
順

調
に
い
け
ば
令
和
５
年
５
月
よ
り
事
業
開
始
と

な
る
。

Q 

本
町
の
高
齢
化
率
が
50
％
を
突
破
す
る
の
は

時
間
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
が
、
地
域
を
支
え
て

い
く
た
め
の
産
業
振
興
策
や
働
く
世
代
の
人
口
流

入
の
規
模
感
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A 

町
長　
第
２
次
錦
江
町
総
合
戦
略
で
は

２
０
２
５
年
の
施
策
効
果
流
入
者
の
目
標
を
年

間
40
人
と
し
て
い
る
。
第
１
次
産
業
の
強
化
に

加
え
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
や
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
本
町
の
子

ど
も
た
ち
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
本
町
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
教
育
も
行
う
と
共
に
活
躍
で
き

る
環
境
整
備
を
行
う
。

Q 

山
間
部
等
は
高
齢
化
率
が
極
端
に
高
く

日
々
の
暮
ら
し
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

が
、「
地
域
ご
と
の
生
活
支
援
を
行
う
下
駄
ば

き
ヘ
ル
パ
ー
制
度
」
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

う
の
か
。

A 

町
長　
下
駄
ば
き
ヘ
ル
パ
ー
制
度
は
地
域

Q 

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
他
拠
点
移
住
者
、
関

係
人
口
、
政
策
共
感
型
ふ
る
さ
と
住
民
制
度
等

の
構
築
」
に
関
し
て
、
令
和
３
年
９
月
議
会
で

質
問
を
行
っ
た
。
働
く
世
代
の
流
入
に
繋
が
る

た
め
ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
整
備
規

模
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A 

町
長　
ま
ず
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
神
川
に

お
い
て
令
和
５
年
度
ま
で
に「
南
国
田
舎
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
事
業
に
て
野
外
オ
フ
ィ
ス
等
の
追
加
オ

フ
ィ
ス
を
整
備
す
る
。
次
に
他
の
廃
校
跡
地
や
空

き
家
等
を
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
追
加
整
備
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 

「
ふ
る
さ
と
住
民
制
度
」
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
規
模
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、「
ま
ち
の
駅
」
設
置
事
業
は
現
段
階
で
具
体

的
な
候
補
地
や
検
討
協
議
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

A 

町
長　
ふ
る
さ
と
住
民
制
度
は
本
町
の

取
組
に
共
感
い
た
だ
い
た
方
に
ふ
る
さ
と
住
民

カ
ー
ド
を
交
付
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
等
を
通

じ
て
常
時
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
、
１
０
０

名
以
上
の
登
録
を
目
指
す
。
ま
ち
の
駅
は
来
訪

者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
町
中
の
休
憩
所
等
を

想
定
し
て
お
り
、
今
後
事
業
者
の
公
募
を
行
い
、

10
件
以
上
の
登
録
を
目
指
す
。

働
く
世
代
の
元
気
に
関
し
て
、「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
窓
口
一
元
化
」
や
「
短
期
の
労
働
需
要

に
対
応
す
る
た
め
の
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
共
同
組
合
の
整
備
」
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
方
針
か

未
来
づ
く
り
課
を
主
管
課
と
し
て
相
談
体
制
整
備
を
行
う
と

共
に
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
と
し
て
組
合
を
整
備
す
る

久保 勇太 議員

で
の
支
え
あ
い
を
推
進
す
る
た
め
の
制
度
と
し

て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活

支
援
を
地
域
の
方
々
が
お
手
伝
い
を
す
る
仕
組

み
を
考
え
て
い
る
。

Q 

高
齢
者
の
多
様
な
交
通
手
段
の
確
保
も
非

常
に
重
要
で
あ
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路

線
の
再
編
・
拡
充
」、「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

導
入
」
は
こ
れ
ま
で
の
実
証
結
果
も
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
導
入
を
行
う
方
針
か
。

A 

町
長　
今
後
地
域
の
意
見
、
要
望
を
踏
ま

え
、
お
お
す
み
Ｍ
Ｍ
Ｏ
の
実
証
結
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
通
院
等
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
移
動

手
段
の
確
保
、
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
参
り
た
い
。

Q 

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
の
整
備
事
業
に
関

し
、南
隅
、特
に
町
内
の
利
用
者
を
増
や
し
つ
つ
、

病
院
経
営
を
安
定
化
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
か
。

A 
町
長　
新
病
院
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
を
敷
地
内
に
設
け
る
他
、

各
種
検
診
等
の
受
入
体
制
を
強
化
し
、
疾
病
予

防
対
策
を
よ
り
向
上
さ
せ
信
頼
さ
れ
る
病
院
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
。

産
業
振
興

町長

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
元
気
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

地
域
の
実
情
に
沿
っ
て
各
種
施

策
を
検
討
、
実
施
し
て
い
く

社
会
福
祉

町長

基幹産業の農業

地
域
の
元
気
に
関
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ふ
る
さ
と
住
民
制
度
、

ま
ち
の
駅
等
の
施
策
を
行
っ
て
い
く

地
域
振
興

町長

一般質問 ３月定例会では、６名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。



11 きんこう議会だより 69号
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川越 裕子 議員

Q 

本
町
の
認
知
症
対
策
は
講
習
会
や
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
運
動
、認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、

令
和
３
年
度
よ
り
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

錦
江
町
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ま
れ
て
研
修
も

実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
町
を
実
現
す
る

た
め
事
業
所
の
登
録
促
進
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。ま
た
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
把
握
を
町
内
の
介
護
施
設
と
の
連
携
に

よ
り
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

A 

町
長　
町
内
の
事
業
所
や
介
護
・
福
祉

施
設
な
ど
様
々
な
分
野
の
方
々
と
連
携
し
な

が
ら
取
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
事
業

所
の
代
表
者
も
含
め
、
従
業
員
の
20
％
以
上

が
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
講
座
等
を
受
講
し
た
う

え
で
、
認
知
症
の
方
で
も
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
店
内
の
案
内
表
示
や
商
品
展
示
を
工
夫

し
た
り
、
認
知
症
の
方
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
受
け
入
れ
た
り
す
る
な
ど
「
認
知
症
フ

レ
ン
ド
リ
ー
事
業
所
」
の
登
録
促
進
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
等
で
図
っ
て
い
る
。

Q 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る
方

が
何
人
程
い
る
の
か
。

A 

副
町
長　
現
在
、
登
録
い
た
だ
い
て
、

認
知
症
カ
フ
ェ
へ
案
内
し
て
い
る
方
は
10
名

程
で
あ
る
。

　
町
内
す
べ
て
の
介
護
福
祉
施
設
事
業
所
で

構
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
を
設
立
し
、

普
及
啓
発
し
て
き
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
手

が
挙
が
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
ゆ

う
ゆ
う
カ
フ
ェ
の
取
組
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
す

る
こ
と
か
ら
ま
ず
は
始
め
て
い
き
た
い
。

Q 

本
町
の
農
福
連
携
の
支
援
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
１
戸
の
お
茶
農
家
で
２
か
所
の
福

祉
事
業
所
か
ら
４
名
述
べ
45
日
間
の
雇
用
が
あ

る
。
ま
た
、
南
大
隅
町
で
は
、
社
会
福
祉
法
人

白
鳩
会
か
ら
春
ば
れ
い
し
ょ
の
収
穫
作
業
を
昨

年
か
ら
、
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
導
入
支
援
に
つ
い
て
は
、
あ
る
一
定

の
実
績
を
得
ら
れ
た
後
に
、
受
け
入
れ
農
家
の

方
の
要
望
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
分
析
・
評
価

を
行
い
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

Q 

障
が
い
者
へ
の
就
労
の
窓
口
は
本
町
に

あ
る
の
か
。

A 

町
長　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

登
録
や
無
料
職
業
相
談
所
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
が
あ
る
。
情
報
が
ダ
イ
レ

ク
ト
に
届
く
体
制
を
考
え
て
い
く
。

Q 

再
生
資
源
の
回
収
、
分
別
収
集
、
再
生

品
使
用
の
推
奨
な
ど
一
般
廃
棄
物
の
減
量

化
、
資
源
化
を
推
進
し
、
ま
た
空
き
缶
等
の

散
乱
防
止
も
町
民
は
努
力
し
て
き
た
が
、
最

近
、空
き
缶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
包
装
、
紙
製
品
、
マ
ス
ク
の
ポ
イ
捨
て
が

目
立
ち
、
犬
や
猫
の
フ
ン
な
ど
も
放
置
し
て

あ
る
。こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、町
民
の
マ
ナ
ー

向
上
や
愛
玩
動
物
飼
育
の
責
任
を
認
識
す

る
た
め
に
、
こ
れ
ら
に
係
る
条
例
の
制
定
が

急
が
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

町
長　
観
光
振
興
、
住
環
境
の
向
上
、

抑
止
効
果
の
観
点
か
ら
制
定
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

　
愛
玩
動
物
の
飼
育
の
責
任
を
認
識
さ
せ
る

た
め
の
条
例
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境

の
保
全
や
愛
玩
動
物
等
の
飼
い
主
の
責
任
、

フ
ン
の
処
理
の
義
務
化
等
を
含
め
、
前
向
き

に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q 

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
地
域
の
中
で
よ

く
理
解
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

A 

健
康
保
険
課
長　
県
に
お
い
て
は
令
和

３
年
度
か
ら
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て

地
域
猫
活
動
と
い
う
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
た
う
え

で
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
地
域
で
管
理
す

る
猫
と
し
て
登
録
を
し
て
、
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
や
餌
場
の
管
理
、
フ
ン
・
尿
の
後
始

末
な
ど
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
一
代
限

り
の
命
を
全
う
す
る
ま
で
地
域
内
で
飼
育
管

理
を
す
る
活
動
が
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
施
策
の
体
制
づ
く
り
を
整
理

し
た
中
で
、
事
業
の
実
施
に
向
け
て
取
組
を

検
討
し
て
い
く
。

町
民
の
マ
ナ
ー
向
上
や
犬
猫

の
愛
玩
動
物
の
飼
育
の
責
任

を
認
識
す
る
た
め
に
条
例
の

制
定
が
必
要
と
考
え
る

観
光
振
興
や
住
環
境
の
向

上
の
観
点
か
ら
制
定
す
る

方
向
で
検
討
す
る

ポ
イ
捨
て
禁
止
等
条
例（
仮
称
）

町長

ここが聞きたい

認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
事
業
や
農
福
連
携
事
業
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か

町
内
事
業
所
や
介
護
・
福
祉
施
設
な
ど
様
々
な
分
野
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く

認
知
症
・
障
が
い
者
へ
の
取
組

町長
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Q 

大
原
中
学
校
跡
地
の
き
く
ら
げ
栽

培
予
定
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A 

町
長　

今
の
と
こ
ろ
大
原
地
区
へ
の

新
規
参
入
は
実
態
と
し
て
全
く
な
い
。

　

大
原
地
区
へ
の
報
告
は
３
月
中
に

教
育
委
員
会
の
方
で
同
地
区
と
の
意

見
交
換
を
計
画
し
て
い
る
。

Q 

旧
池
田
中
や
旧
大
原
中
の
跡
地
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ド
ロ
ー
ン
の
練
習
場
や

基
地
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
体
育
館
や
校
舎
の
一
部
を

ド
ロ
ー
ン
や
資
材
、
農
薬
な
ど
の
置

き
場
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
同

意
を
い
た
だ
い
た
上
で
各
種
法
令
等
を
遵

守
し
て
使
用
は
可
能
。
体
育
館
や
校
舎
の

一
部
を
ド
ロ
ー
ン
、
資
材
、
農
薬
等
の
置
き

場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

Q 

ド
ロ
ー
ン
の
免
許
取
得
を
支
援
す

る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

免
許
取
得
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、

機
器
等
の
導
入
に
つ
い
て
は
農
水
省

も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

Q 

町
水
道
未
整
備
地
区
の
今
後
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

水
道
の
管
理
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
所
が

増
え
て
い
る
。
行
政
と
し
て
の
支
援
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
簡
易
水
道
組
合
等
を
対
象
に

新
設
や
改
良
工
事
に
伴
う
経
費
に
対
し

て
平
成
30
年
度
に
、
補
助
率
を
60
％
か

ら
80
％
に
引
き
上
げ
て
運
用
し
て
い
る
。

Q 

田
代
新
田
の
平
山
水
道
組
合
の
水
は
新

田
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
で
ん
し
ろ
う
の
森
ト
イ

レ
に
も
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
水
源
地
の

水
量
が
大
変
減
少
し
て
支
障
が
生
じ
て
い

A 

町
長　
一
時
的
な
避
難
所
と
し
て
、
総

合
交
流
セ
ン
タ
ー
、
神
川
小
学
校
校
舎
を

開
放
し
た
。
城
元
洞
門
付
近
等
へ
車
で
避

難
を
さ
れ
た
方
々
も
お
り
、
総
合
運
動
公

園
の
ト
イ
レ
付
近
は
車
が
集
中
し
、
一
時

50
台
を
超
え
た
と
の
情
報
も
あ
っ
た
。

　

安
全
な
避
難
経
路
等
を
示
し
た
防
災

マ
ッ
プ
を
新
た
に
作
成
し
、
ウ
ェ
ブ
版
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
や
各
自
治
会
、

学
校
へ
の
防
災
教
育
を
強
化
し
て
い
く
。

Q 

津
波
警
報
発
令
時
に
お
け
る
避
難

場
所
と
し
て
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
の

開
設
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

大
津
波
情
報
の
場
合
、
最

終
的
な
避
難
所
に
な
ら
ず
、
近
く
の
高

台
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
時
避

難
所
と
し
て
開
設
し
、
一
時
的
な
安
全

は
確
保
し
て
い
く
。
二
次
避
難
に
つ
い

て
は
消
防
団
、
地
域
の
方
々
に
お
願
い

し
な
が
ら
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q 

沿
岸
部
に
お
い
て
行
政
が
あ
ら
か

じ
め
避
難
グ
ッ
ズ
を
希
望
者
へ
配
布

し
た
り
、
高
齢
者
へ
の
携
帯
用
避
難

グ
ッ
ズ
の
支
援
策
は
な
い
か
。

A 

町
長　
重
量
が
軽
い
も
の
で
も
５
㎏

程
度
あ
り
、
避
難
の
際
に
高
齢
者
に
は

負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
ず
は
直
ち

に
避
難
し
、
避
難
後
に
必
要
と
な
る
物

品
に
つ
い
て
は
備
蓄
品
の
充
実
や
支
援

団
体
か
ら
の
調
達
連
携
を
強
化
す
る
。

各
種
法
令
等
を
遵
守
し
て
使
用
可
能

池田 行德 議員

る
。
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A 

町
長　
自
治
会
簡
易
水
道
事
業
補
助

金
等
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
施
設

整
備
の
更
新
、
新
た
な
水
源
地
整
備
、
送

水
管
の
敷
設
を
行
う
場
合
も
対
象
で
あ
る
。

Q 

ト
ン
ガ
沖
地
震
に
よ
る
津
波
警
報

で
の
避
難
行
動
の
問
題
点
の
把
握
等

は
で
き
て
い
る
の
か
。

町長

町
水
道
未
整
備
地
区
へ
の

行
政
と
し
て
の
支
援
策
は

新
設
や
改
良
工
事
に
伴
う

経
費
に
対
し
て
補
助
率
を

60
％
か
ら
80
％
に
引
き
上

げ
て
対
応
し
て
い
る

町
水
道

町長

津
波
警
報
発
令
時
に
お
け
る

避
難
所
と
し
て
の
総
合
交
流

セ
ン
タ
ー
の
開
設
は

最
終
的
な
避
難
所
に
は
な
ら
ず
、

一
時
避
難
所
と
し
て
開
設
し
、
一

時
的
な
安
全
は
確
保
し
て
い
く
。

災
害
時
の
避
難
所
開
設

町長

一般質問 ３月定例会では、６名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

中
学
校
跡
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ド
ロ
ー
ン
の
練
習
場
所

や
基
地
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

中
学
校
跡
地
の
活
用

でんしろうの森のトイレ
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Q A&

久本 晃 議員

Q 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
本
町
で
は
未
来
づ

く
り
専
門
員
と
呼
ん
で
い
る
が
国
が
示
す
導
入

効
果
と
し
て
当
事
者
、
地
域
、
地
方
公
共
団
体

の
「
三
方
よ
し
」
を
目
指
す
。
と
あ
る
が
、
錦

江
町
で
は
一
部
機
能
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

A 

町
長　
本
町
で
は
平
成
27
年
に
２
名
採

用
し
た
が
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
反

省
を
踏
ま
え
て
平
成
30
年
か
ら
課
題
を
庁
内

各
課
よ
り
公
募
し
、
課
題
を
明
確
に
提
示
し

た
。
未
来
づ
く
り
に
取
組
む
「
ま
ち
づ
く
り

専
門
員
」
企
農
や
企
業
に
取
組
む
「
し
ご
と

づ
く
り
専
門
員
」
事
業
継
承
に
取
組
む
「
し

ご
と
の
こ
し
専
門
員
」
と
活
動
に
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
な
い
よ
う
募
集
し
て
い
る
。
任
期
満
了

に
よ
る
退
任
後
も
起
業
す
る
方
も
い
る
。
自

分
の
夢
に
挑
戦
す
る
意
欲
あ
る
若
者
の
夢
の

実
現
の
た
め
、
全
力
で
支
援
し
て
い
る
。

Q 

全
力
で
支
援
し
て
い
る
。
と
あ
る
が
、

３
年
間
の
中
で
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
活
動
中
の
方
か
ら
も
不
満
の

声
が
出
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
こ
の
意
識
の

違
い
の
原
因
は
明
確
な
事
前
説
明
や
対
話
が

で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

A 

町
長　
再
構
築
に
あ
た
り
地
域
で
ど
ん

な
取
組
み
を
し
た
い
か
、
自
分
の
人
生
と
し

て
ど
こ
を
目
指
す
か
し
っ
か
り
認
識
し
て
も

ら
う
よ
う
心
掛
け
た
。
し
か
し
課
題
と
し

て
当
事
者
と
活
動
環
境
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
い
く
も
の
で
は
な
い
た
め
、

ど
の
よ
う
に
支
援
で
き
る
か
、
貢
献
で
き
る

か
、
政
策
企
画
課
、
担
当
課
を
中
心
に
情
報

連
携
を
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

Q 

環
境
・
生
活
の
違
い
等
あ
り
、
難
し
い
問

題
だ
が
引
き
続
き
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
次

に
募
集
内
容
だ
が
提
示
内
容
が
具
体
性
に
乏

し
く
、読
み
方
次
第
で
は
求
人
票
の
様
に
映
る
。

こ
れ
も
面
接
前
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
新
た
な
募
集
に
関
し
、
具

体
的
な
受
け
入
れ
体
制
は
あ
る
か
。

A 

未
来
づ
く
り
課
長　
募
集
に
あ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
知
識
の
あ
る
方
々
が
３
年
間
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
が
あ
る
。

Q 

空
家
・
地
域
猫
対
策
等
、
町
民
が
本
当

に
困
っ
て
い
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
取
り
組

む
予
定
は
あ
る
か
。

A 

町
長　
１
人
の
移
住
者
が
地
域
を
画
期

的
に
変
え
る
の
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

移
住
に
関
し
て
も
定
住
し
な
く
て
も
関
係
人
口

と
し
て
活
躍
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

課
題
に
具
体
性
を
持
た
せ
る
と
活
動
が
制
限

さ
れ
、
束
縛
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
相

談
に
乗
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

久
本
議
員　
関
係
人
口
に
な
る
に
は
友
好

的
な
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
現
状
の
問

題
を
把
握
し
、
取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
現
状
で
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
。

　

数
あ
る
地
域
か
ら
錦
江
町
を
選
ん
で
活

動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
、

活
動
支
援
で
尽
力
し
て
い
る
役
場
職
員
の

方
々
、地
域
の
住
民
の
方
々
。
せ
っ
か
く
「
三

方
よ
し
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
の
に

至
ら
な
い
点
が
あ
る
た
め
、
良
い
結
果
を
得

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
が
活
動
し
や

す
く
、
役
場
職
員
の
業
務
が
軽
減
さ
れ
、
地

域
課
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
取
組
ん
で
ほ

し
い
。

ここが聞きたい

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
理
由
・
現
状
・
今
後
に
つ
い
て

自
分
の
夢
に
挑
戦
す
る
意
欲
あ
る
若
者
の
夢
の
実
現
の
た
め
、

全
力
で
支
援
し
て
い
る

地
域
課
題

町長
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Q 

施
政
方
針
の
中
で
、「
下
駄
ば
き

ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
導
入
」
や
「
介
護

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
地
域
別
開

催
」
な
ど
が
謳
っ
て
あ
る
。
ど
う
い
っ

た
方
や
困
り
ご
と
へ
の
支
援
の
充
実

が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

A 

町
長　

高
齢
者
の
買
い
物
や
ゴ
ミ

出
し
な
ど
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
に
対
し
て
、
地
域
の

方
で
、
お
手
伝
い
す
る
よ
う
な
仕
組

み
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
者
や
地
域
の
方
へ
生

活
介
助
の
工
夫
方
法
な
ど
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
在
宅
生
活
を
無
理

な
く
行
え
る
た
め
の
支
援
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 

介
護
者
同
士
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
づ
く
り
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A 

町
長　

こ
れ
ま
で
認
知
症
の
家
族

を
お
持
ち
の
方
に
は
、「
ゆ
う
ゆ
う
カ

フ
ェ
」
を
通
じ
て
、
日
頃
の
悩
み
な

ど
語
り
合
う
場
を
提
供
し
て
き
た
。

今
後
は
認
知
症
に
限
ら
ず
、
介
護
を

し
て
い
る
家
族
に
広
く
呼
び
か
け
、

そ
の
よ
う
な
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

Q 

将
来
に
対
す
る
個
人
の
希
望
を
わ

か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、

家
や
農
地
と
い
っ
た
財
産
を
ど
う
す

る
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
そ
の
方
の
将
来
に
関
わ
る

方
へ
も
大
事
な
こ
と
と
考
え
る
。
そ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
「
つ
な

ぐ
ノ
ー
ト
（
仮
称
）」
を
導
入
す
る
考

え
は
。

Q 

9
月
議
会
に
て
、
奨
学
金
制
度
の

改
定
お
よ
び
創
設
（
医
療
福
祉
職
等

奨
学
金
制
度
）
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

新
年
度
で
の
予
算
措
置
等
が
み
ら
れ

な
い
が
、
ど
う
い
っ
た
検
討
が
な
さ

れ
た
の
か
。
今
後
、
制
度
の
改
定
お

よ
び
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

改
定
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
、
町
と
提
携
し
た
金
融
機
関
か
ら

奨
学
ロ
ー
ン
を
借
り
、
卒
業
後
、
完

済
さ
れ
た
際
に
町
の
奨
学
金
か
ら
補

助
を
行
う
な
ど
の
方
式
を
検
討
し
て

い
る
。
具
体
的
な
制
度
設
計
は
４
年

度
中
に
示
し
た
い
。

　

ま
た
、
医
療
・
福
祉
従
事
者
を
目

指
す
方
の
奨
学
金
制
度
の
活
用
状
況

等
を
考
慮
し
、
町
独
自
の
制
度
は
創

設
せ
ず
、
今
あ
る
制
度
等
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

本
町
で
も
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い

落司 道子 議員

A 

町
長　

家
族
の
み
な
ら
ず
、
孤
独

死
や
空
き
家
な
ど
社
会
課
題
防
止
の

た
め
に
も
、
有
効
な
取
組
で
あ
り
、

本
町
で
も
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。　

　

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
高
齢
者
が
ま
だ
多
い
状
況
で
は

あ
る
。
ま
ず
、
必
要
性
な
ど
様
々
な

機
会
で
訴
え
、
研
修
会
の
開
催
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町長

制
度
の
改
定
お
よ
び
創
設

に
つ
い
て
ど
う
い
っ
た
検

討
が
な
さ
れ
た
の
か

改
定
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
制
度
設
計
を
４
年

度
中
に
示
し
た
い
。
ま

た
、
独
自
の
制
度
を
創

設
す
る
考
え
は
な
い

奨
学
金
制
度

町長

一般質問 ３月定例会では、６名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

将
来
に
対
す
る
個
人
の
希
望
を
わ
か
る
よ
う
に
す
る
、
ま
た
、
財
産
等
の
あ
り
方
を

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、「
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
（
仮
称
）」
を
導
入
す
る
考
え
は

高
齢
者
福
祉

つなぐノートのイメージ



15 きんこう議会だより 69号

Q A&ここが聞きたい

水口 孝俊 議員

Q 

平
成
31
年
３
月
に
錦
江
町
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
活
用
計
画
が
策
定
さ

れ
現
在
に
至
る
が
、
現
在
ま
で
の
稼
働

は
計
画
ど
お
り
運
営
さ
れ
て
い
る
か
。

A 

町
長　

稼
働
当
初
は
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
も
未
経
験
の
分
野
が
多
く
、
電
圧

変
動
や
大
雨
、
高
温
な
ど
外
的
影
響
も

受
け
、
緊
急
停
止
や
運
転
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
現
場
も
苦
労
し
た
。

　

専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
技
術
管

理
者
を
確
保
し
て
か
ら
安
定
的
な
稼

働
が
で
き
て
い
る
。

　
年
間
稼
働
率
は
目
標
80
％
に
対
し
、

初
年
度
の
令
和
２
年
度
は
58
％
だ
っ

た
が
、
今
年
度
は
２
月
末
現
在
で

７
８
．
２
％
ま
で
向
上
し
て
い
る
。

　
「
地
球
温
暖
化
対
策
」
と
し
て
の
二

酸
化
炭
素
削
減
量
は
年
間
約
１
２
８

ト
ン
（
一
般
家
庭
の
年
間
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
80
件
分
）
の
削
減
が
で

き
て
い
る
。

　
熱
利
用
と
し
て
は
、
田
代
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
の
方
々
が
利
用
す

る
お
風
呂
の
温
水
や
隣
接
す
る
レ
ン
コ

ン
圃
場
へ
の
育
成
促
進
を
目
的
と
し
た

温
水
供
給
、
薪
ス
ト
ー
ブ
用
の
薪
の
乾

燥
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。

Q 

設
置
場
所
は
大
原
中
学
校
や
ト
ロ

ピ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
な
ど
様
々
な
場
所

が
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
が
、
選
定

委
員
会
で
支
所
に
決
定
し
た
。

　
支
所
に
設
置
し
た
こ
と
で
の
費
用

対
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A 

町
長　

今
現
在
で
電
気
料
の
削
減

額
は
２
７
５
万
円
程
で
あ
る
。

　
た
だ
、
施
設
自
体
は
地
域
の
防
災
・

減
災
と
低
炭
素
化
を
２
つ
の
大
き
な

目
標
と
し
て
い
る
の
で
、
副
次
的
な

効
果
と
し
て
、
電
気
料
が
削
減
で
き

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q 

こ
の
事
業
は
環
境
省
所
管
補
助
で

行
っ
た
の
か
。

A 

町
長　
環
境
省
所
管
の
補
助
で
あ
る
。

Q 

日
本
で
最
初
に
事
業
を
導
入
し

た
群
馬
県
川
場
村
で
は
※
第
３
セ
ク

タ
ー
方
式
で
製
材
、
発
電
、
熱
風
を

活
用
し
て
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
を
営
ん
で

い
た
。

　
本
町
も
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
発
生

し
た
熱
を
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

使
う
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、
去
年

の
レ
ン
コ
ン
の
成
果
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

A 

産
業
建
設
課
長　

発
電
施
設
に
隣

接
す
る
圃
場
に
排
熱
を
利
用
し
た
温

水
を
供
給
し
て
い
る
。
20
ａ
ほ
ど
の

増
反
が
見
ら
れ
、
レ
ン
コ
ン
の
栽
培

の
面
積
の
拡
大
と
増
産
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Q 

委
託
業
者
は
町
内
の
方
か
、
町
外

の
方
か
。

A 

産
業
建
設
課
長　

町
内
に
登
記
し

て
あ
る
事
業
者
で
あ
る
。
施
設
管
理

担
当
者
は
田
代
麓
の
長
谷
自
治
会
の

方
で
あ
る
。
機
械
整
備
士
そ
の
他
施

設
の
運
転
に
適
し
た
資
格
を
有
す
る

方
で
、
専
属
で
入
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

水
口
議
員　
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
に

努
め
て
、
循
環
型
社
会
の
実
現
及
び

林
業
、
水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
そ
し
て
、
本
事
業
を
通
じ
て
仲
間
、

人
、
き
ず
な
づ
く
り
を
誘
発
し
、
錦

江
町
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

※
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
…
地
方
公
共

団
体
と
民
間
企
業
の
資
金
を
合
わ
せ

て
事
業
を
行
う
方
式

現
在
ま
で
の
稼
働
は
計
画
通
り
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か

専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
技
術
管
理
者
を
確
保
し
、
安
定
的
な

稼
働
が
で
き
て
い
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

町長

・田代支所の電気
・保健福祉センターの電気、温水
・レンコン育成促進のための温水
・�薪ストーブ用の薪を乾燥させる

ための熱風

木質バイオマス熱電供給施設

木質チップを燃料
にして発電・排熱

林業事業者林業事業者
チップ工場チップ工場 災害発生時には

非常用電源になる

電気・熱
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６月定例会（日曜議会）は本庁で開催

６月定例会の会期は、６月10日から22日、
一般質問は12日の予定です。
本庁３階の議場へ傍聴においでください。
また、インターネット映像配信サービス
YouTubeにて本会議の模様を生中継
いたしますので、是非ご活用ください。

傍聴してみませんか

表紙をウォッチ

大原小学校　入学式
　４月６日町内の小・中学校で入学式が行われました。
大原小学校では、１名の児童が入学し、全校児童や先生方に見
守られながら、小学校生活のスタートを切りました。
　新年度が始まり、期待や不安でいっぱいの季節ですが体調に
気を付けてお過ごしください。
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！

編集委員　久保 勇太
新緑が眩しい立夏の季節となってまいりまし

た。町民の皆様におかれましては、日頃より
議会活動に対しご理解ご協力を賜り心より感謝申
し上げます。
　さて、令和４年第１回定例会は３月３日から18
日までの日程で新年度の当初予算７件をはじめ議案
24件、条例議案６件などを可決して終了しました。
　本町は合併以降3000人以上の人口減少にみまわ
れ、高齢化率は50％に迫っており、医療・介護のみ
ならず、基幹産業の事業承継をはじめとした様々な
課題が山積する「課題先進地域」となりつつあります。
しかしながら、全国でみると本町のような地域がた
くさんあり、2040年までに消滅する恐れのある「消
滅可能性都市」は実に896市町村に及びます。
　そのような未来を変えるためには、役場だけではな
く、議会だけではなく、町民の皆様のお一人お一人の

ご理解ご協力が必要となってまいります。本町で成功
事例を創り出すことが、全国の希望となるのです。
　世界ではコロナ禍が収まる気配が見えぬ中、目を
覆いたくなるような侵略戦争の映像が飛び込んできま
す。暗いニュースばかりですが、開けぬ夜はありませ
ん。世界中の人々が「地球市民」の一員として断固た
る行動をとることにより、春は必ず巡ってまいります。
　「子や孫へ希望あふれる未来を創りつなぐ」べく、
役場、議会が一丸となって取り組んで参りますので、
引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒お願
い申し上げます。

◆議会報編集委員会
委 員 長	 落司　道子
副委員長	 水口　孝俊
委　　員	 川越　裕子・久本　晃・久保　勇太

編集後記

錦江町議会YouTube
チャンネルはこちらから

～自治功労者表彰受賞～
　池田行德議員が、町村議会議員として15年以上在籍し、功
労のあった者として鹿児島県町村議会議長会自治功労者表彰を
受賞しました。

池い
け
だ田 

行ゆ
き
の
り德 

議
員

（
旧
田
代
町
議
員
１
期・錦
江
町
議
員
４
期
）
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